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 要 旨   

目的：バランスの取れた腸内細菌叢は宿主にとって有益であり、逆に細菌層のバランスの乱れは

代謝が関連した疾患の発症に関係する。植物成分やその産生物の摂取が小腸環境に与える影響

は大きく、植物成分は腸内細菌層の構成を調節し、哺乳類の臓器に機能的な効果をもたらす。ポ

リフェノールは茶、コーヒー、ワイン、果実、野菜などに豊富に含まれる植物成分で、食品中の約半

分のポリフェノールが吸収され、腸内細菌に作用する。この研究では、中等度の赤ワインポリフェノ

ールが宿主の健康に関連した特定の腸内細菌叢に与える効果について検討した。 

 

方法：10 名の健常な男性で無作為割り付け、クロスオーバー（１人の対象者が，ランダム化した順

番で，どちらかの後にもう一方の，両方の介入を受ける方法）、対照介入試験を行った。15 日間の

休薬期間（アルコールや赤ワインを摂取しない期間）の後、被験者はアルコール除去ワイン（272 

mL/日）、赤ワイン（272 mL/日）あるいはジン（100 mL/日）を各々20 日間摂取した。糞便中の総

DNA を PCR、RT-PCR で解析した。また、いくつかの生化学的マーカーについて測定した。 

 

結果：優勢菌種の構成は各々の飲料の摂取期間で異なっていた。休薬期間での結果（基礎値）と

比較して、赤ワインポリフェノールの摂取は腸球菌、プレボテラ（歯周病菌）、バクテロイデス（嫌気

性グラム陰性菌）、ビフィズス菌、バクテロイデス・ユニフォルミス、エガセラ・レンタ、ブラウティア・コ

ッコイデス－ユーバクテリウム・レクテール群の数を増加した。この結果に対応して、収縮期と拡張

期の血圧やトリグリセリド、総コレステロール、HDL コレステロール、C 反応性タンパク質（炎症反応

の指標）の血中濃度は低下した。さらに、コレステロールと C 反応性タンパク質濃度の変化はビフィ

ズス菌数の変化と関連していた。 

 

結論：赤ワインの摂取はビフィズス菌などの有用な腸内細菌の選択的な増殖を調節している。赤ワ

インの摂取で増加するビフィズス菌が C 反応性タンパク質やコレステロールの減少をもたらしている

と考えられる。このことは、赤ワインポリフェノールはプレバイオティクス（大腸に共生する有益な細

菌の選択的な栄養源）な有益性を持つことを示唆している。 

 


